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平 成 ２ ３ 年 度 公 共 事 業 の 再 評 価 結 果 一 覧 表事 業 名 箇 所 名 事 業 概 要 公共事業評価 再評価の結果種別 補助 河川・ 事業区間 事業採択 全体 総投資額 事業概要 監視委員会で事業名 道路名 等 年度 事業費 (平成22年度まで) の審議状況及 対応方針（百万円） 進捗状況等 び意見（百万円） 理由砂 防 地域自主戦 寺垣内沢 下 北 山 村 寺 平成１４ 989 822 新設砂防堰堤 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続略交付金事 垣内 年度 ５基業 進捗率（土砂 理由：当該流域は荒廃が著しく、整備率）82% 次期豪雨による土石流の発生が懸念されている。これら土砂災害から人命・財産・避難所等を保全するため、事業の継続が必要である。地域自主戦 泉谷川 上 北 山 村 西 平成１８ 1,798 634 新設砂防堰堤 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続略交付金事 原 年度 ５基業 進捗率（土砂 理由：当該流域は、平成16年に整備率）26% も大規模崩壊が発生しており、荒廃が著しく、土石流の発生が懸念されている。これら土砂災害から人命・財産・公共施設等を保全するため、事業の継続が必要である。社会資本整 百々川北流 御所市関屋 平成１４ 1,800 1,600 砂防堰堤改修 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続備総合交付 年度 １基金事業 新設２基 法 理由：当該流域は、平成10年の面工・ｱﾝｶｰ工 台風により、荒廃が著しく、土599本 石流の発生が懸念されている。進捗率（土砂 これら土砂災害から人命・財産整備率）46% ・避難所等を保全するため、事業の継続が必要である。道 路 地域連携推 一般国道１６８ 川津道路 平成１７ 7,370 3,580 工事延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続進事業 号 年度 L=3.2km事業進捗率 理由：幅員狭小および線形不良48% の解消を目的とし、災害に強い紀伊半島アンカールートの確保のために必要な事業であり、早期の事業完了が必要である。社会資本整 一般国道３０９ 丹 生 バ イ パ 平成１４ 4,647 2,177 工事延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続備総合交付 号 ス 年度 L=2.4km金事業 事業進捗率 理由：幅員狭小、線形不良の解47% 消を目的とし、観光振興支援、地域の活性化を図るために必要な事業であり、また唯一の未改良区間であるため、早期の事業完了が必要である。
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事 業 名 箇 所 名 事 業 概 要 公共事業評価 再評価の結果種別 補助 河川・ 事業区間 事業採択 全体 総投資額 事業概要 監視委員会で事業名 道路名 等 年度 事業費 (平成22年度まで) の審議状況及 対応方針（百万円） 進捗状況等 び意見（百万円） 理由道 路 社会資本整 一般国道１６８ 王寺道路 平成１３ 11,843 10,002 工事延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続備総合交付 号 年度 L=1.5km （意見）金事業 事業進捗率 今後の交通事情の変化に対応 理由：交通容量を増大し交通渋84% して事業を進めて頂きたい。 滞緩和、歩道の整備により歩行者の安全性を確保するために必要な事業であり、早期の事業完了が必要である。社会資本整 一般国道１６８ 香 芝 王 寺 道 平成１８ 15,100 1,740 工事延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続備総合交付 号 路 年度 L=3.2km （意見）金事業 事業進捗率 今後の交通事情の変化に対応 理由：交通容量を増大し交通渋12% して事業を進めて頂きたい。 滞緩和、歩道の整備により歩行者の安全性を確保するために必要な事業であり、早期の事業完了が必要である。社会資本整 一般国道１６８ 小 平 尾 バ イ 平成１９ 6,320 601 工事延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続備総合交付 号 パス 年度 L=1.5km金事業 事業進捗率 理由：交通容量を増大し交通渋10% 滞緩和、歩道の整備により歩行者の安全性を確保するために必要な事業であり、早期の事業完了が必要である。社会資本整 （主）枚方大和 上～芝工区 平成１０ 2,578 2,164 工事延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続備総合交付 郡山線 年度 L=1.1km金事業 事業進捗率 理由：交通容量を増大し交通渋84% 滞緩和、歩道の整備により歩行者の安全性を確保するために必要な事業であり、早期の事業完了が必要である。農 道 地域再生基 奈良東部地区１ 奈 良 市 杣 ノ 平成８年 10,310 3,575 進捗率 40％ 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続盤強化交付 期地区 川 町 ～ 忍 辱 度 (平成23年度末)金事業 山町 工事延長 理由：本農道により、農産物輸
L=6,860m 送の円滑化など地域の農業振興が図れるとともに、観光や農村環境の改善や活性化にも果たす役割が大きいことから、早期の完工を目指す。


